
【
理
容
師
法
制
定
六
十
周
年
＊
組
合
創
立
五
十
周
年
】 

記
念
式
典
並
び
に
祝
賀
会
を
開
催 

平
成
二
十
年
二
月
十
九
日
午
前
十
一
時
よ
り
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
於
い
て 

多
く
の
ご
来
賓
を
得
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。 

鴨
志
田
準
（
県
副
理
事
長
）
の
開
会
の
辞
。
続
い
て
齋
藤
嘉
夫
県
理
事
長
は
、
ご
来
賓

そ
の
他
、
各
関
係
各
位
の
皆
様
へ
の
お
礼
と
、
組
合
設
立
に
尽
力
さ
れ
た
先
人
の
ご
苦
労
に

深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
述
べ
、
又
、
組
合
発
展
の
た
め
永
々
と
築
き
上
げ
た
業
績
を

汚
す
事
の
無
い
よ
う
皆
様
と
共
に
手
を
携
え
て
歩
ん
で
参
り
た
い
、
と
の
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

細
貝
紀
一
（
副
理
事
長
）
の
経
過
報
告
で
は
、
昭
和
三
十
二
年
環
衛
法
制
定
～
同
五
十

九
年
環
衛
法
二
十
五
年
式
典
～
平
成
十
年
理
容
会
館
竣
工
式
～
同
十
八
年
美
容
学
校
併
設
～

同
二
十
年
の
記
念
式
典
ま
で
の
過
程
が
紹
介
さ
れ
た
。
（
中
略
） 

ご
来
賓
と
し
て
、
橋
本
昌
県
知
事
よ
り
（
理
事
長
を
中
心
に
信
頼
さ
れ
る
業
界
に 

又
、
全
国
大
会
の
成
功
と
選
手
の
ご
健
闘
を
祈
る
）
と
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
他 

（
長
谷
川
た
も
ん
県
連
幹
事
長
）
（
赤
城
徳
彦
衆
議
院
議
員
）
（
永
岡
桂
子
衆
議
院
議
員
） 

（
岡
田
広
参
議
院
議
員
）（
吉
岡
秀
隆
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
取
締
役
）
様
か
ら
の
ご
祝
辞
等

を
賜
る
。 

そ
の
後
、
祝
電
披
露
が
あ
り
、
（
宇
野
光
雄
）
（
竹
中
進
）
の
両
氏
に
特
別
功
労
賞 

（
堤
弘
光
）
氏
に
は
感
謝
状
。
田
村
雄
一
郎
氏
は
五
十
周
年
特
別
表
彰
、
千
葉
久
司
氏
は

同
特
別
高
齢
者
表
彰
が
贈
ら
れ
、
松
丸
貢
総
務
部
長
の
閉
会
の
辞
で 

式
典
は
終
了
し
た
、
誠
に
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
し
た
。 

第
二
部
で
は
、
開
宴
の
辞
～
鏡
開
き
～
田
腑
英
和
（
国
金
公
庫
水
戸
支
店
長
）
の
乾
杯
で

祝
宴
と
な
る
。 

祝
賀
会
に
は
各
支
部
の
余
興
が
披
露
さ
れ
宴
に
華
を
添
え
て
頂
い
た
。 

さ
て
、
こ
の
式
典
を
契
機
に
組
合
又
、
組
合
員
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
？ 

全
理
連
の
営
業
支
援
や
県
組
合
の
各
種
事
業
、
諸
情
報
等
に
耳
を
傾
け
（
お
客
様
あ
り
き
）

を
原
点
と
し
て
自
助
努
力
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

尚
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ら
で
は
の
一
コ
マ
を
… 

永
岡
桂
子
衆
議
院
議
員
に
、
レ
デ
ィ
ー
ス
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
の
感
想
は
？
（
そ
れ
は
や
っ
ぱ

り
理
容
所
で
す
ね
、
そ
れ
も
女
性
理
容
師
、
剃
っ
た
後
は
違
い
ま
す
）
と
絶
賛
で
し
た
。 

サ
ロ
ン
流
通
新
聞
社
長
へ
、
現
在
の
低
料
金
対
策
の
特
効
薬
は
？ 

（
例
え
ば
、
そ
の
サ
ロ
ン
又
は
そ
の
人
し
か
出
来
な
い
特
別
メ
ニ
ュ
ー
（
分
割
料
金
）
を

考
え
て
お
客
様
に
納
得
し
て
頂
く
事
）
等
々
で
し
た
。 

さ
て
、
次
は
全
国
大
会
の
開
催
県
と
し
て
、
齋
藤
嘉
夫
理
事
長
を
中
心
に
組
織
力
で
大
会

の
成
功
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
県
広
報
部
長 

渡
辺
忠
夫
） 



         

   


